
明治大学・政治経済学部・専任准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６８２

若手研究

2022～2018

「農と食の地域自給圏」に関する農村社会開発手法の研究－「最も美しい村」の日仏比較

Comparative Research on the way of rural planning of the Most Beautiful Villages
 between France and Japan

９０５５５５７５研究者番号：

藤本　穣彦（FUJIMOTO, TOKIHIKO）

研究期間：

１８Ｋ１４５３８

年 月 日現在  ５   ６   ８

円     2,400,000

研究成果の概要（和文）：本研究では、1982年にフランスで始まった「最も美しい村」運動に着目し、日仏の比
較研究を行った。「最も美しい村」運動の農村社会開発は、地域や文化遺産の品質管理を行いながら、村全体を
ブランド化し、コミュニティ・ビジネスを展開することであった。「最も美しい村」のブランディングやコミュ
ニティビジネスの対象であり、まだ評価指標にはなっていないが、「農と食をローカルにつなぐ」という視点が
ある。「テロワール」という概念に代表される「農と食の自給圏」という視点は審査基準に反映されていない。
これを、「最も美しい村」の農村社会開発手法としていかに構築し、指標化できるかを研究した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we conducted a comparative research between Japan and France,
 focusing on the "Most Beautiful Villages" that began in France in 1982. The "Most Beautiful 
Villages" movement's approach to rural social development was to brand entire villages and develop 
community businesses, with quality control of the local and cultural heritage. 
　One of the subjects of the "Most Beautiful Villages" branding and community business, but not yet 
an evaluation index, was the viewpoint of "linking agriculture and food locally. As represented by 
the concept of "terroir,"　The perspective of "agricultural and food self-sufficiency zones" is not 
currently reflected in the criteria for judging.
　Against the above background, the leading questions of this study were summarized as follows. How 
can the practices that have been oriented toward "regional self-sufficiency zones for agriculture 
and food," be realized as a rural community development method for "the most beautiful village"?

研究分野：社会学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
フランスと日本の農村計画策定における「美の基準」について、「最も美しい村（the most beautiful 
villages)」を事例に比較研究を行った。その結果、フランスでは歴史景観を「生活景観（Living Heritage）」
として評価し、その集合表現である集落を守るべき地域単位として設定していることが明らかになった。これに
対して日本では、若者の参加、景観の保全、再生可能エネルギー導入、美食革命、ツーリズム促進、移住促進と
いった多様な側面を個別に評価して足し合わせた総合評価を行っている。小さな村の経済的な自立を目指す方向
性を共有しつつも、その「美の基準」（何を守るか）は異なる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 本研究では，1982年にフランスではじまった「最も美しい村」運動を研究の対象として，日
本とフランスの比較社会研究を行う。「最も美しい村」運動の農村社会開発手法は，村内の地域・
文化遺産の品質管理を核に，村全体をブランディングしてコミュニティビジネスを興すもので，
町村長がリーダーとなり，住民参加（住民の日常的な実践と世代継承，若者の参加）で進める村
づくりである。各村々は，「最も美しい村」の資格委員によって審査・格付けされる。その手法
は世界各地で採用されており，ベルギー，イタリア，日本，スペイン，そしてフランスを正加盟
国とした世界連合が立ち上がり，年に一度世界総会が開かれている。 
 「最も美しい村」のブランド化やコミュニティビジネスの主題となっているものの，評価指標
化に至っていないものが，「農と食をローカルにつなぐ」という視点である。今日，フランスは
ヨーロッパでも比較的農産物の地域自給・地産地消が実践されている国となっている。例えば，
2000 年代初頭よりフランス版の産消提携である AMAP がスタートし，その数は 2,000 件に達
している。「テロワール」の概念に代表されるように，食の郷土性と地域性を重視する文化が形
成され，フランスの最も美しい村の重要な地域資源となっている。日本でも、「日本で最も美し
い村」の設立者の一人である松尾雅彦（元カルビー株式会社社長）が，『スマート・テロワール』
（2014年，学芸出版社）で，「農と食の地域自給圏」（松尾は特に地域経済自給圏を重視）をい
かに実現するかを問うている。しかし「農と食の自給圏」の視点は，現在のところ，フランスで
も日本でも「最も美しい村」の審査・格付け基準に反映されていない。 
 以上を背景として、本研究の主導的な問いは次のようにまとめられる。「農と食の地域自給圏」
を志向してきた「生産の場と消費の場の近接化」を求める実践を，いかにして「最も美しい村」
の農村社会開発手法として実現できるか。そのための基本的考え方と評価指標をどのように設
定できるか。 
 
 
２．研究の目的 
 「農と食をローカルにつなぐ」という理念や，「農と食の地域自給圏」構築のための農村計画
論については，近年，農業経営学や農と食の社会学，農村計画学を中心に，地産地消や産直シス
テム（short food supply system），CSA（Community Supported Agriculture）に関する事例研
究が行われ，その意義と可能性が提起されてきている。しかし，農村社会開発手法としての洗練
化や地域政策，農村計画論への反映を企図した研究は今のところ十分に進んでいない。そこで，
本研究では，「最も美しい村」の農村社会開発手法の日仏比較研究を通じて，「農と食」に関する
感性的評価基準を抽出し，評価指標として構成することを目指す。 
「最も美しい村」の農村社会開発手法としては，2012年「世界で最も美しい村」連合の設立
総会フォーラムを基に，Les Plus Beaux Villages de France（2013）“Most Beautiful Villages： 
The French experience and other foreign developments” が公刊された。加盟各国の組織運営
や情報発信などの活動を概括することが出来るものの，各国の「最も美しい村」の評価基準やそ
の哲学，「最も美しい村」の審査・格付けのプロセス，評価者の構成と専門性，評価視点，計画
の基礎理論についての分析が十分になされているわけではない。日本をはじめ，各国は，フラン
スに学んで評価指標を構築し，採点シートを作成しているが，フランスの指標も随時更新されて
おり，いつの時点のものをどのように採用したかによって基準と内容が異なる。まずは，「フラ
ンスで最も美しい村連合」の農村社会開発に関する基準と方法を解明することが課題となる。フ
ランスの「最も美しい村」の加盟村は，基盤資料と審査委員の調査データ整理によって品質管理
されており，事務局調査と審査会への資料準備過程への参与観察，審査会での討論や資格審査委
員へのインタビューで解明することが，当面の研究目的となる。 
 
 
３．研究の方法 
 研究計画書の提案当初，以下のような研究計画を立てた。 
 
1 年目 「フランスで最も美しい村」の評価基準と農村社会構造を解明 
「フランスで最も美しい村」連合事務局（クレルモン・フェラン）にて，審査・格付けの基  盤
資料設計，インデックス，データ整理のストックノウハウを現地調査する。審査会へ向けた準備
作業（現地調査と資料作成）に参加し，審査会への参与観察と資格委員（町村長）へのインタビ
ューを行う。 
 
2 年目 日仏比較のための基準設定 
「最も美しい村」の農村社会開発手法で明確な評価基準が与えられていない「農と食の自給圏」
について，フランスの農食連携実践として CSA や AMAP を集中的に調査し，その位置づけを明確
化する。そのうえで，「日本で最も美しい村」の審査・格付け基準における日仏比較研究の基準



を設定する。 
 
3 年目 「農と食の自給圏」の観点から審査基準を再考し，評価指標案を開発 
日仏比較の成果をもとに，「農と食の自給圏」の視点から「最も美しい村」の農村社会開発手
法を再検討し，国際基準での審査・評価が可能となる指標案を開発する。それをフランスと日本
の「最も美しい村」連合にフィードバックし，実践的な評価指標として応用する。 
 
研究計画の 2年目途中まで順調に経過していたが，2020 年 2，3 月の調査は新型コロナウイル
ス（Covid-19）のまん延のため海外調査を行うことができなかった。その後，3 年目の 2020 年
度以降も研究計画を延長してチャンスを伺っていたものの海外調査を行うことができなかった。
また，コロナ渦の中で，日仏双方の現場で「最も美しい村」の審査活動やまちづくり活動，お祭
りの開催等が制約されたことから，フィールドワークに基づく質的な研究を十分に蓄積するこ
とができなかった。そのため研究方法を見直し，資料収集の方法を再検討したうえで，資料・デ
ータの質的分析，オンライン・インタビューに切り替え，美の基準や感性的評価指標の構築を目
的とするものへと更新していった。研究計画を延長して最終年度となった 2022 年度には，北海
道・美瑛町や赤井川村，京極町，江差町，秋田県小坂町，青森県田子町等のフィールドワークを
再開することができ，研究成果をフィードバックすると共に，さらなるコメントを得て研究を深
化させることができた。 
 
 
４．研究成果 
 フランスの「最も美しい村」で
は，12，13 世紀頃の，中世の景観
を守ることが 1 つの大きな基準
であり，国によって公的に指定さ
れた遺産の保護を核として，その
村の街並みの調和と統一感を守
っている。 
フランスの「最も美しい村」が
注目する 12，13 世紀というのは，
フランスの農村の原型が中世農
業革命を経て出来上がる時期で
あり，並行して，封建領主の支配
する都市が分散して成立する時
期でもあった。 
この時期に建設・再建された城
砦や城壁，教会は，フランスの歴
史遺産に登録されている。それら
を中心とする地域的まとまり＝
「村（Village）」を，フランスの「最
も美しい村」は守っている。
Succession（継続・継承）。 
その際の評価基準は，「集落が宝
石，環境は宝石（集落）を引き立た
せる額縁」であり，農的な景観や農
業の状態は，「フランスの最も美し
い村」の審査・評価の対象とはなら
ない。 
フランスで「最も美しい村」の資
格審査委員，パスカル・ベルナルド
の次の言葉が，その考え方を代表し
ているので引用しておきたい。 
 
 
「最も美しい村」は，特別な歴史景観が形づくる非常に優れている村である。それは博物館      
ではない。品質管理なくして村の発展はない。品質に対して緊張感をもっていないと，すぐ  
に景観にノイズが入り込んでくる。「最も美しい村」をつくっているという，住民の生活そ 
のものが遺産なのであり（Living Heritage），品質のマネジメントに終わりはない。審美的 
で本質的な美しさが保たれ，感性的なインパクトが高い村であろうとすること，それが「最 
も美しい村」に暮らしているということであり，「最も美しい村」を守っているということ 
である。（Pascal Bernard） 
これに対して，日本の「最も美しい村」では，若者の参加，景観保全，再生可能エネルギー導
入，美食革命，ツーリズム・交流促進，移住促進という 6つの評価軸があり，その考え方によっ



て審査指標が構築されている。とりわけ，経済的自立戦略を構成する，食・住・エネルギーの地
域内自給，美味しい村(地域の美食革命），ツーリズムを支える宿やレストラン，若者や女性の雇
用や起業支援，地場産業の育成，これらの審査項目はすべて日本独自のものであり，フランスに
はない評価項目となっている。 
日本の「最も美しい村」連合設立者の松尾雅彦が，「最も美しい村運動の決め手はシェフ組織
との連携であり，辺境の地にこそ一流のレストランを（ヌーベル・キュイジーヌ du テロワー
ル）」というように，日本の「最も美しい村」の農業・農村景観は，その土地の豊かな食に支え
られているとする考えが大事にされており，評価指標にも反映されている。松尾はこれを，「食
とエネルギーの地域自給圏（スマート・テロワール）」をつくり，ネットワークすると表現して
いた。つまり，自然・生態環境に根ざした農業景観を守ることが，集落・村を守ることになると
いう考え方である。 
また，首長のビジョン（30年後の）と意志を問うのが日本の特徴である。それは，日本の「最
も美しい村」連合が，平成の大合併の際に合併せず，単独自治体として「自立」する方途を選択
した農村自治体のネットワークからなっているという特徴がある。 
 以上が研究成果の核心である。本研究の直接的な研究成果として以下を公刊することができ
た。研究計画時点及び研究開始時点では，想定していなかった研究の広がりとして，ドイツ・ザ
クセン州での調査，ネットワーキングや，ベトナム・メコンデルタの「新しい農村計画 New Rural 
village」との比較研究と接続することができた。コロナ渦となり，十分なフィールドワーク，
比較研究とはならなかったが，次の研究課題としたい。また，NPO 法人「日本で最も美しい村」
連合が開講するオンライン大学で本研究成果を披露しており，アーカイブで閲覧することがで
きる。ご参照頂ければ幸いである。 
 
 
〇主たる研究成果 
1．『まちづくりの思考力――暮らし方が変わればまちが変わる』（藤本穣彦，実生社，2022 年）． 
 
2．「最も美しい村運動――地域の自立を目指すコミュニティツーリズム」（山田泰司, 中嶋紀 
世生, 藤本穣彦），『交流まちづくり――サステイナブルな地域をつくる新しい観光』 
国土総合研究機構観光まちづくり研究会編，学芸出版社，2022 年：第 7章． 

  
 3．「フランス・日本・ベトナム（メコンデルタ）における「最も美しい村」の農村資源計画評 

価の比較研究」（藤本穣彦），『東アジア研究』第 29号：1-18 頁，2021 年，査読あり． 
 
 4．「ドイツ・ザクセン州の『最も美しい村』における地域再生への取り組み」（藤本穣彦）， 

『社会環境論究』第 13号：47-72 頁，2021 年，査読あり． 
  
 5．「『最も美しい村』の農村計画論――審査の考え方の日仏比較」（藤本穣彦），NPO 法人「日本 

で最も美しい村」連合オンライン大学，2022 年 8月 19 日，青森県田子町． 
https://www.youtube.com/watch?v=4STdUx8g5Y4 
 

 
〇研究の発展 
 本研究の成果をふまえて応募した研究課題「『暮らしの美学』を表現する景観デザイン：『日本
で最も美しい村』の感性評価研究」（JSPS 科研費・基盤研究（C），23K05289）が採択となった。
次の研究では，日本国内の「最も美しい村」にフォーカスを絞って，実践的な調査研究を進めて
いく予定である。 
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